
湯の谷間~泉序報

湯の谷間敬泉序報

理壊士 南葉 宗利

l 位置

阿蘇中央火口丘群の西側山腹には顕著た火山裂線が認められてゐる。その中で高塚，米

塚，湯の谷爆裂火口(此中K赤湯，新湯，雀地獄がある)，岩下地獄，地獄爆裂火口(此中K地

獄温泉，垂玉温泉がある〕を結ぶ野浦教授の所謂第2同心闘品去ふのがあるO 此の弧線

と同教授の東西放射線との交駐に湯の谷爆裂火口が位置してゐる。との湯の谷爆裂火口は，

高鼻を盟主とする本間不二男博士の湯の谷熔岩に烏帽子岳第2期熔岩がかぶさってゐるそ

の境目K活動してゐるもので，海抜終J800米にあるυ 第 l聞に示す如く，雀地獄(古くは

第 1 同

A
W
 

大地獄と呼ばれてゐたと園誌にある〉は此火口跡にあって，火口湖をたしてゐる。火口畦

の北側が切れて火口瀬をたし，濁)11の上流をたしてゐる。

(1) 野満隆治:一日本事術協曾報告第14巻第3披373頁 (昭和1.11f.1O月〉

地球物理第 3~聾第1~虎 8 頁(昭和14年 6 月〉

(:!' 本間不二男:一日本火山著書令件報“火山"第4谷第1披(昭平n13qミ12月)

日本事術協曾報告第14~第3披385真(昭和14年10 月)
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湯の谷間~泉序報

雀地獄及此火口瀬には各所陀噴気及熱泉湧出をやってゐる。更に火口瀬の延長線にあた

る赤湯(叉は古湯とも呼ばれてゐる〉の附近は，明治14年 4月18日に五斯爆裂あり多数の噴

気孔を生じ?と由で，その中には約 2，3秒毎陀轟々?とる鳴響と共に蒸気を噴出し其都度上面

の温水を丈徐の高きに吹上け。週期の/J、なる間歓泉を呈したと報告されてある。温度は揃氏

90"内外で泉質は茨酸泉なりし由:此小間歓泉は大正年閉までも見られてゐた様干であるが，

交通不便でるったためか奮記に明かでは友い I惟大正十五年刊行の熊本将教育舎編の熊本

懸案内，及び筆者品熊本アルコー舎幹事本多敏夫氏からその記憶を聞いた所に依って想像

したのであるO 此赤湯附近のH貫策孔は目下は殆ど見るべきものなし唯累/Cjとる岩暦と多

期寒冷の頃信号かに白き湯気の認められる程度tてなってゐるばかりである。前記岩下地獄と

云ふのは此火口瀬と略同一線上にあって，湯の谷火口壁の南山腹外に{立してゐるc

近時大阿蘇観光道株式合枇がi湯の谷温泉を経替するにあたり，湯の谷爆裂火口跡及火口

瀬に四本のボーリングを行った所が，火口内のものは全部沸騰泉となったが(餅揚，花火，

第 2 I品l 阿蘇間以JiZの白長 (昭和1-HFl2月初)

(1) 休止中(1質騰 1時間20分前)。 傍

吹も乾燥してゐる。(距離約 2米)

(2) 噴騰約 30分前。大量ぃ湯玉

は湯気を尾の如〈号|、、てゐ ること

火山弾の如し。(距離 5米〉

(.!) 伊水常誠:ー阿蘇火山調査報交:震災激防調査合報告第33披(明治3BOj三i:lH頁
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湯の谷間歓泉序報

(j) I質問告殆ど直前。(距商It5米〕

i ;; ) I質騰休止直前。i湯玉絡に消滅
せんとす。(距離約5米)

(1 ) 噴騰開始。(距離25米)
(7.K柱約20米直上〕

正面の/J、屋は御前IJ用暗室。電線は
地電流用。
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湯の谷間敬泉序報

H包程表地獄と呼んでゐる)，第4番目の火口瀬内のものは問歓泉と怒っ?と。昭和13年11月から

穿泉をはじめ， 14年 2月1'[.32聞の深さに至って工事中止せねば怒らぬ程猛烈に噴騰し，間

荷主泉としてEをされ、てある〔第2園参照〕。

2. 間歌温泉管の模様

穿泉工事施行者長迫氏の作固K依れば間歓泉管の構造は第3聞の如くであると云ふ。上
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部 6間丈 2吋宇の鎖管が挿入してあ

るぐ上部は砂t-めを施行しであるが，

傍吹きがか怒り盛である。鎖管の端

.ifrく約4尺のイケがある由。 15聞の

慮陀は堅い岩磐があり，更に32聞に

も湯焼けの主主い堅い岩磐がある。間

歓泉管は此所に終ってゐる。 15聞か

ら27間附近までは噴気強く，側壁を

押出して来る由。従って現在は15間

以下の泉管は不正形である。温泉水

脈の特に顕著なもの 4本を圃示した

のであるが， (2X3)(4)の温水脈は日責条

を混じてゐる。此所の部分は略145'

C 位である。穿泉蛍初は竿L白紙の泥

を混じた噴泉であったが，日を経る

につれて清澄とたった。傍吹きは間敏泉噴騰の際は現在でも白濁する。とれは恐らく 6間

附近のイケを通じZ噴出するものではあるまいか。本穿泉陀闘し，特に注意をヲ|く事項は

(1) 6間附近に厚さ4尺{立のイケがある。

(2) 15間の堅磐と27聞の堅磐の聞に噴気強き温泉水脈があれ側壁を押出して現在は泉

管を不正形にしてゐる。

(3) 本泉管の北西20米附近I'[.P賞泥の地獄があったが，穿泉後自然に閉止した。

(4) 南方25米にある錐井は沸騰泉である(抱嫁地獄と云ふ〉。

(317 ' 



湯の谷間欲泉序報

(5) 北方25米で約7問低い所に不老泉と呼ぶ横孔式の温泉湧出孔が言うる〔第 1圃参照〕。

南方5)米附近にある錐井(花火地獄)管の模様を示すと第 4園の如くで，温泉水脈多数を

切抜けて25聞に至ると堅い岩磐がある 此暦の下K粘土暦が大きν・イ ケを成して強力た噴

気を蔵してゐるc温度は 145'C 以上である。上部25間屠まで側孔のある鎖管を入れてゐ

る。

3. 化事的成分 (SiedeQuellenに属す)

間歌泉の化接的成分は分析目下施行中で判明したいが，参考のため附近の温泉の分析表

を弓たにあげる乙 ととした。

(1 ) 泉名，不老泉〔間歎泉北方25米，横孔湧出〕泉源。長陽村大字長野字湯の谷2486番地

泉質。酸性明禁級禁泉。

分析者。熊本県系。

分析時。昭和 9 年11 月~~日

本供試品は湧出口に於て概氏84度の温を示し，無色透明にして僅に牧鍬性酸性を有す。反

際は弱酸性を呈し，比重1.0002を徴す。其lkgを蒸裂すれば0.4894瓦の聞形物を残留す。

之が定量分析を途ぐるに本品 1kg中の瓦量失の如しL

イ オン表

カリウムイすシ 0.0015 クロー yレイ肯シ 。‘0106
ナト、!ウムイすン 0.0221 硫酸イ肯 ン 0.1813 

カルチウムイフtン 0.0149 遊離炭酸 0.1032 

マグネジウムイ すシ 0.0181 珪酸(メ担) 0.8078 

7エロイすシ 0.0066 翻酸(メ 部〉 0.0055 

アル ミニウ ムイすシ 0.0048 燐 酸 痕跡

アム宅ニウムイオン 0.0097 
計
. 

0.6806 

以上の成績に基き本泉は其 1kg中に略々弐の成分を含有する溶液に封感ずる。

車

タロー 1レカ')ウム

グロ-1νナ トリウム

類 表

0.0028 11 硫酸ナトリウム

0.0158 11 硫酸カ jνチウム

(31H) 

0.0497 

0.0506 



湯の谷間敏泉序報

硫酸マゲネジウム 0.0648 メ主珪酸 0.3078 

硫酸亙酸化繊 0.0179 メお棚殴 0.0055 

硫酸アルミーウム 0.0272 憐 酸 痕跡

硫酸アム宅ニウム 0.0358 

益事離炭酸 0.1032 計 0.6806 

(2) 泉名。雀の地獄， c今云ふ白池地獄〕
泉源。長陽村大字長野字湯谷2485番地。

泉質。酸性明馨緑馨泉。

分析者。熊本牒。

分析時。昭和 9年11月22目。

本供試品は泉源に於て橋氏71度の温を示し白濁を呈し， 微に硫化水素臭を放ち牧欽性の

酸性を有す。今之が上澄液に就き反感を試みるに酸性の反感を徴し，比重は1.002を示す。

其 1kg を蒸費すれば0.6812瓦の固形物を残留す。本泉 1kg 中の含有量失の如し。

イオン表

水素イすン 0.0032 じドロ硫酸イすン 0.3021 

カリウムイすン 0.0101 硫酸イすン 0.2668 

ナトリウムイオン 0.0107 メ担珪酸 0.3737 

アム毛ニウムイすン 0.0216 メ鼻棚駿 0.0007 

カpνチウムイすシ 0.0263 品生遊炭酸 0.1608 

~)}・ネジウムイフt ン 0.0109 燐 酸 痕跡

フェリイすシ 0.0087 硫化水素 痕跡

ア Jレミニウムイすン 0.0106 

グロー Jレイすン 0.0071 計 1.2133 

以上の成績K基き本泉は 1kg 中次の溶液に封醸す。

穣 類 表
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0.0783 

0.0893 

0.0539 

硫酸カリウム

硫酸ナトリウム
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硫酸駿化繊

硫酸アルミーウム

メ担制酸

メ担珪酸

遊離硫酸

湯の谷間敬泉序報

0.0311 I1 遊離炭酸

0.0672 11 燐酸

0.0007 !I 硫化水紫

0.3737 

0.3053 

(3) 泉名，餅携地獄， c雀地獄の内東側。穿泉あの
泉源。長陽村大手長野宇湯谷2485番地。

泉質。酸性明妻集結馨泉。

分析者。熊本懸。

分析時。昭和9年11月22日。

0.1608 

痕跡

痕跡

本供試品は湧出口陀於て捕氏72度の温を示t，次黒色調濁Vてして微に硫化水素臭を帯ぶ。

其上澄液は反感弱階性を呈し，比重1.0004を徴す。其 1kgを蒸費すれば0.9942瓦の聞形物

を残留し，之が定景.分析を遂ぐるに本泉1kg中の含有瓦量次の如しO

イオン表

水素イコtン • 0.0009 硫酸イオン

カリウムイすン 0.0064 じドロliJft酸イフtシ

ナトリウムイすン 0.0292 珪酸(メタ)

7J、'J;:;ウムイすン 0.0806 孤酸(メタ)

アルミエウムイすシ 0.0206 遊離炭酸

マグ・ネシウムイすン 0.0019 硫化水素

アム毛エウムイすン 0.0108 燐 酸

ブエロイすン 0.0173 

グロ -1レイフtン 0.0142 計

以上の成績に基き本泉は其 1kg中失の溶液K封熔す。

堕

タロ -1レカリウム

グロー yレナトリウム

硫酸ナトリウム

類 表

O訓 22 11 硫酸アム毛ニウム

0.0138 11 硫酸ア Jレミーウム

-0.0735 11 硫酸"lJ・ネシウム

(320 ) 

0.4184 

0.0951 

0.3413 

0.0027 

0.1728 

痕跡

痕跡

1.2122 

0.0391 

0.1306 

0.0094 



湯の谷間歌泉序報

硫酸カルチウム

硫酸亙酸化繊

遊離硫酸

遊離炭酸

メタ珪酸

0.2738 11 メタ棚酸

0.0470 11 硫化水素

0.0027 

0.0960 11 燐 酸

痕跡

痕跡

計 1.2122 

開局大泉7kの分析は目下進行中で其結果は不明ではあるが，前掲の表から推察して遊離茨

酸の存在は確賓とみてよいと思はれるから，巌密tJ.意味では沸騰泉 (SiedeQuellen)とは

云ひ得たいかも知れぬ。然し遅離茨酸の分jTtも少たく温度も95"C前後にも及ぶ高温である

から泡沸泉(SprudelQuellen)とするよりも沸騰泉(SiedeQuellen)として先づ差支へな

いと思ふJ 震災橡防a調査合報告第33議に依ると赤湯(古湯)は茨酸泉で'90"Cを示し，石津博

士の定量に依るとラドンは0.66マツへあると云ふ。ブンゼ‘ンの報告に依ると，アイスラン

F'の間駄泉は専らアルカリ性温泉に限ってゐて間歓泉管は噴泉の沈澱物である時華で出来

てゐる由であるが，赤湯の天然問歓泉も今の人工問歓泉も共にアルカリ性温泉では友いο

間歓泉管も佳華で掩ひっくされてゐるわけでない。鬼首の間歓泉管も，皐純泉で第三期凝

友岩中にあるO とれでみると，噴騰が間歌的であると云ふ事の原因は， Siede Quellen ，乙

於ては其温泉の化撃的成分には直接関係がたいと云ふて差支へたいc担し間歌泉管及側壁

等が沈殿物に依って充填される事のため，噴騰の機構には種々影響のありうる事は想像出

来るととである。

4. 問自民温泉活動時間

前記長迫氏の談る所K依ると，本年 2月末噴出営初は27分及び45分週期の唄ー騰あれ反

にー茎夜交代に長い吹き糠けがあったと云ふっ 4月初め陀大阿蘇観光道株式舎社橋村技師

の観測記録に依ると，“規則正しく 30分にして噴出し 1重夜48回を数へ，湯量23，000立な

りしも，其後気象の関係に依るか週期に饗化を来し，週明5)富余分となり 1霊夜3)tcid司陀及

び，湯量は主主k 増加せり。泉温 95'Cなり，?とあるo筆者が野席数授と 8月中旬観察した

(5) 前出.

(6) 理科年表. (昭和13年)E 115頁

(7 ) 大阿蘇観光遺株式合枇:ー湯之谷温泉分析表. (プリシト)昭和1.1ij'7月

(321 ! 



湯の谷間歌泉序報

時は，正午12時に噴出をはじめたが17時に及ぶも休止せや，更に翌朝野満教授の再見せし

時も唆績けてゐたと云ふ。

とれに依ってみると，短週期の噴出と長い不定噴出との存・在した事は明かである。しか

第 1 表 観測せる間敵温泉活動表(昭和14年11月)

月 日|呑披l噴 騰|噴騰休止開始時時刻 日 番披|噴襲|蜘止開始 時 刻j

h m 11 nl b 111 
1939 NOV.7th. No.l 12 20始 12 40終 1939Nov.16th No.12 11 10始 11 35終

h m Jl m 

親
15 19始 14 00 古ミら

No・2吹、、./ 11 m 噴出口にホ
16 21再強 No.13 ース E米を
h m h m 取付けたの
19 41 i軍三強 18 25終 r二子、、 で噴騰を始依

吹
めない。
って

11 111 11 m h m 
No. 3 2303始 23 24終 15 52取は

づした。
h m h m 

h m h m 15 55始 16 20終
~o\". 8th. No.4 2 25始 2 53終

b III h m 
No.14 19 24始 19 55終

5 21始 11 m h m 
h JIJ No.15 23 15始 23 40終

親 6 25再強 h J/l }. JIl 

主主主吹'--' h m ~ov. 17th No.16 2 55始 3 30終
7 26 f年T強
11 111 b I11 6 10始
9 00 I'i開催 9 51終 親 h 111 

No・17吹) 7 6再強
h IU h 111 

h m 11 m 9 20再三強 10 25終
14 39始 15 00終 h n. 11 JII 

No.18 15 12始 15 36終
h m h 111 b Jll b III 

No. 7 18 05始 18 30終 No.19 19 10始 19 27終
h 111 h Ju 

No.20 22 55始 23 15終
21 21始 h れ、 b lU 

1・111 Nov. 18th No.21 2 45始 3 15終

1No. 8長22 22再強 NO.22~妻、』「〆 11 m 11 111 
11 Jil 6 25始 10 22終
23 35再ー強 h m 11 m 
h 111 h m No.23 17 58始 18 25終

Nov. 9th 1 00川円借 2 00終 1¥ JII )， m 
?くり.24 22 15始 22 23終

INo. 9 
11 m 11 m h '1} 11 111 
6 44始 7 10終 ヌ0¥'.19th :'¥IJ.2G 1 55始 2 20終

h m 
lli JIl h JIJ No.26 5 40始 6 15終

;、;り.10 10 36始 10 55終 h 111 h 111 
No.27 9 52始 10 34終

13 57始 親
No.28吹、~

13 05始

(::~~ ) 



湯の谷間歌泉序報

も週期に費化のあった事も事賓であると云へやう。筆者が観測し?と活動は第 1表に示した

通り 28回あるO 噴騰開始時刻とは湯玉と蒸策が猛烈に噴騰を蓮続しだす扶態に怒る時刻で

あり，休止時刻とは湯玉が全く消滅し蒸気のみとたる時刻で，此雨相は目測にて判然と認

判する事が出来る。親吹きとあるは，曾て熱海の開局大泉にあったと云ふ長湧がとの様な者

では主主かったかと恩ふ。親吹き 1聞の噴騰櫨績時間中tL3回乃至4回も勢力増大となって

湯玉も蒸気も約10分前後旺盛た噴出をし，全く休止するまでには 4時間前後もか Lる。長

迫氏の云ふ 1叢夜交代に吹続けたと去ふ扶態及び筆者等が8月に見た連続噴出(明かに約

1時間位たつと勢力増大を認める事が出来た)は，今ヨ史観測に依って得た親吹の初期の活

動期であるかも知れない。噴騰機続時間の短かい子吹きは大抵25分前後のものが多い。観

測結果をみると11月初旬では 2回の子吹きの後に親吹き I回が来てゐ?と。中旬には親吹き

が減じ大略5，6回の子吹きの後に親吹きが来てゐる。l3Pち月初に毎日 2回の親吹きが中旬

には日tLl固と減ってゐる。此親吹きの行き方を追窮するため目下自記装置を製作中であ

るから其完成を待って報告したい。今さたの観測に於て得た結果をあげるとさたの様にた

る。

第 2 表 噴臨副題鍛時間 炎

問~ 噴騰番披 問~ 噴騰呑綾 問

h z・2 '" :¥0. 1 o 20 );0. 11 (親吹) 一 No.20 20 
h m n， 

No. 2 (親吹) 3 06 "，，0. 21 30 
m '" '" :'¥0. 3 21 -;:{o. 12 25 1"0.22 (親吹) 3 57 
Jll 

'" 1ll 

No.. 4 28 ::--Jo. 13 25 );，)， 23 2i 
h Jll Jll III 

:¥ u. 5 (親吹) 4 30 :'¥0. 14 21 :¥0.24 8 
Jll Jll m 

:'¥'0. 6 21 "，"0. 15 25 );0. 25 25 
III Jll Jll 

:¥0. 7 25 ?、10.16 35 );0. 26 35 
h m It '" '" 父o. 8 (親吹〉 4 39 T¥[0. 17 (親吹) 4 15 :'¥0. 27 42 

JlI よ且3

:¥0. 9 26 ':'¥'0. 18 24 :--':0.28 (親吹)

'" :'¥0. 10 19 :'¥'0. 19 

第 2表に噴騰櫨縞時聞を表示した。第3表には噴騰開始から次の開始までの時間及び休止

中の時聞を表示した。之等を夫k第5，6，7固に示し?と。而して

(:l~:l ) 
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第 3 表 噴騰間隔及び休止時間表

日 番披|相隣寸壁の|休止時間 l噴問 l桝る蛾の|休止時間開始時間 開始時間の差

h m b 1.1 E、n・ h n且
No. 1-2 2 59 2 39 No.15ー16 3 40 3 15 

h ril h nJ 11 III h m 
Xo. 2-3 7 44 4 48 :¥'"0.16-17 3 15 2 40 

h m 1・ m m 11 rn 
.'<0.3-4 3 22 3 01 No.17-18 9 02 4 47 

11 In h 111 h Jll 11 】旧

三~o マ 4- 5 2 56 2 28 No.18ー19 3 48 4 34 
h ru h n】 1、 lU h m 

No. 5-6 9 18 4 48 No.19~20 3 45 3 28 
b m h m h m h ru 

No. 6-7 3 26 3 05 No.20-21 3 50 3 30 
h m b m h m h '" No. 7-8 3 16 2 51 No.21-22 3 40 3 10 
h m h '" h m h m 

:¥'"0.8-9 9 23 4 44 No.22-23 11 33 7 36 
h 
'" 

h lU h nJ h m 
:¥0.9-10 3 52 3 26 No.23-24 4 ]7 3 50 

h m 、 m h m h l¥l 
:.'<0.10-11 3 21 3 02 No.24-25 3 32 3 32 

h m h '" Xo.25-26 3 45 3 20 
h m 1. m 11 ru h m 

No.12-13 4 45* 4 48* No.26-27 4 12 3 37 
h m ]， m 11 m h m 

No.13-14 3 29 3 04 No.27-28 3 13 2 31 
]1 m b m 

No.14-15 3 41 3 20 
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(1) 親吹の噴腕櫨校時聞は約4時間前後で子吹のそれとは格段の差がある。

(幻視吹のl噴騰継続時聞は月初めのそれより短かくなる傾向がみえる。

(:1) 親吹は月初毎 日 2 聞のものが~!=l旬Kは毎日 1 同依になってゐる。帥ち休[[-.時聞が長〈

(・1L1・1)
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なる傾向が見える。

子吹の噴騰権続時聞は25分前後であるレ(4) 
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(6) 従って相隣れる子吹の噴騰時刻の聞の時聞は檎大して 3時間51分に及んでゐる。

次K個々の子吹に就て詳細にみると，

(7) 親吹が近づいて来るほど子吹の噴騰時聞が長く主主つてゐる。

(8)親吹直前の子吹の休止時間カ立持K短かい事が目立つ。而して其噴騰起時の間の時間経

過が著しく短かく怒ってゐる。

此事は，親吹直前の子吹はその前のものよりも長時間噴騰し，しかも休止を少くして親吹

に取か Lると云ふ事を意味する。此考へをもって吏陀固を讃直してみると，噴騰櫨績時聞

は次k f'C大となり休止時聞は漸次短かく怒る傾向をみる事が同来る。而して雨噴騰起時の

時間経過が短かくなる傾向がある。之をもととして理想的の機構を考へてみるたら，最初

は日貨出時間短かく従って温泉噴出量少くしかも衣の噴出まで相首の時聞がか Lるが，湾iTr次

親吹K近づくに従て噴出時聞が長くなり(噴泉の量が増加し〉かつ短い休止の後失の噴出に

移行し，遂に親吹にたる。一見し?と所休止時聞は即勢力蓄積時聞はExponentialの趨勢で

あり，噴出時間換言すれば勢力逸散は封数l画数的に増大の趨勢が見える。更に語をとかへれ

ば管内勢力蓄積量が封数画数的に増加してゐる事を時示する。か Lる親方からすると，子

l火は親吹の前奏的役割をしてゐると云ふ事になる。此意味から阿蘇間歓泉は親吹が主活動

である。しからば営問歓泉は規則正しい OldFaithfull型と不規則な Excelsior型の中聞

を行き来してゐる間歓泉と云ふべきで，穿泉後日濃く問歌泉管の同定したいとと故止むを

得ないと去はねばならぬ。

5. 間敵泉と摩力との関係

本多博士等の鬼首開局次泉に於て調査された所によると，気感上昇は週期を長くした由で

あるv 之に反し熱海問歌泉では低気監の場合噴騰の週期が長くなったと云ふ。阿蘇に於て

は2吋牟のホース 2米を牛月形陀曲げ泉管口に取附けた。 No.12の噴出休止後約2時間

目の11月16日14時であった。然るに橡定噴出時聞をすぐるとと50分を経っても向日貨騰しな

い。遂に15時52分参観者の都合でホースを取去ったら直に活動をはじめ， 15時55分噴騰J状

態になった。之によってみると子吹K於ける底力関係は鬼首間歌泉と同様であると云ひう

(8) J" I-IOl1c]九 andT. Sりne;“TheMincral Springs in Japan，" (1')15)， 73・
(9) J¥:， Ironcla and T. T<T:"b; Tubl. Earthq， 11肌 ConUll，22日 (1')0ι)• 

( :1ヨι1
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るやうである。 と句に於ける雨子吹の噴騰開始時間の平均は 2時間56分であるに封し，中

旬は 3時間22分と長くなってゐる。上旬の千均気盤 766.1粍と下旬の 766.4粍との差， 0，3 

粍の増化陀封し時聞は26分の延長となってゐて，ホースをつけた場合と同様ではある。親

吹の観測回数は少ないとは云へ週期延長のととは判然してゐる。此結果:を以て全部を策座

の影響の留とする事は早計であって，間駄泉管は形成後日浅く週期が費化するのは蛍然で

あり，既に記述し?と通り間歓泉は本週期を長くしつつある事は明かである O との自然的費

化K大部分の Weightを沿くべきではあるまいか。今後の調査に依って更に確定したい。

噴出口下 1米K於ける塵力の慶化を自記せしめたものの l例を参考のため第8圃に出し

第 8 岡

?と。 12月4日朝の親吹が10時丁度に休止したので， 11時20分に装置を取附け Startせしめ

た。底力の小費化が所々に群生してはゐるが，大韓の傾向として噴騰に近づく程費化が頻

繁になる事は明かである。14時25分に噴騰開始とたったのであるが，装置が強座のため破損

して後の部分を明かKしてゐ友いのは残念である〈ずこの機舎に完全な記録を呈示したい。此

の子吹は14時55分に終ったのである。記録から得た塵力費化は 1平方糎につき73mmHg. 

で約15ポンド/吋ヨ程度のものである。 ~lc;力費化の記録をみると，噴騰前の小堕力饗化群は

第 9 岡

..け'ji 



報序泉車主問谷の湯

噴騰直前にはむしろ少く なる場合がある。一例を第9固に示し?と。此場

合は噴騰直前に階段的費化が添うてゐる事が珍ら Lい。か Lる現象の推

論は未7さしてゐない。

間敏泉管口温度饗化

問歓泉の機構研究にとって管内の温度分布及びその時間的費化の調査

は重要視されてゐる。 Bun~en の vertJ叫内巴討の批判を行ふにも必要
で、あるo我固に於ては， glJ府の間歌泉調査お際賓施された以外にはその

6. 
奇

例を知ら主主い。之は賓演1)不可能の泉管が多いからでもある。阿蘇問歓泉

に於ては，賓測すればやれる管形である。?と Y種kの僚件のため未測定

その内K賓施する積りで，次の報告にゆづ‘る。之に反し泉管

口に於ける温度饗化は比較的賓測し易く，従来も賓例が相営ある。筆者豆

に依って 1米深さの温度費化を自記させた。第10固は Ni-F e junction 

一部を複窮したのが第11岡で、ある。第10園K就てはその記錬の轄篤で，

解説する。本園には No.8の親吹とその前後夫々 2ケづっの子吹を提示

した。 11月上旬のもので2回の子吹後に親i次の開始された場合である。

‘
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温度費化記鋒から判明する事賓を拳げると次の様である。

親l火(No.8)は最初21時21分K最も強い噴騰を始め，噴問権続中、，J1 ( 
更に22時22分， 23時35分及び1時0.0分に強いl賓騰がある(第 1表参照〉υ

しかも最初が最も高温であそれ等の活動K封日産して温度が昇ってゐる。

総

1
1
1
1
J
I
i
/
 り，次々と漸減してゐる。即ち噴騰の想、さK従ってmt度の高さが費化L

.， 

てゐる。間歓泉の如き場合でも普通温度の現象と同様に湧問責のみに依

ー・，e 

有ーして温度が費化してゐるのか，或は問歓泉特有の機構に依ってか Lる-t-

現象を呈してゐるのか後日の解決K待つ。-• 
子吹の温度をみると，親吹が近くなれば各々の最高温度が昇って(2) 

R. Bunsen: Pogg Ann.， 72 (1847)， J59-170. 

地球物理:第 1谷第 2~'t(昭和l~~r .[月).0.1-.1川

Honcla ancl Sone; Honda ancl Tera，l，，:前出.

(:;古川 J

ゐる。

(JO) 

(T!) 34fJZ ， 
J" 
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第 11 1，;，)1 
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III 益.I I • j ~. 島. 」自
(3)休止中の温度に於ても漸弐高くなってゐる。以上の事賓から判断して，親吹が近づ

くに従って全仏織が温度を増加して来ると云ふのが原則であるらしい。 NO.10の活動後

が少し異常であるが，噴騰櫨続時聞を検討すると他の場合と異って却って短かく友ってゐ

る。しかも最高温度も No.9と略同じ{立で，今の場合例外の'っとして見越して沿き度い。

前の原則を考胞に入れると

(4) 噴騰櫨続時間の長い活動ほど最高温度も常態温度も高く君主ると云って差支たいやろ

』εある。

(5)大観すると子吹親吹共に活動常態の場合には略100
0

C前後の温度である「巌絡には(..j) 

の様で言うるが)。

(6) 管口に於ける温度は鬼首間j歌泉では本田 3 曾繭雨博士の測定に依ると秋冬共K97C 

であった由であるO 又石川成章氏Kよる南紀不惑間駄泉でも66.5
0

Cの一定温度であった由

(勿論との場合は期聞は短かかった〉。 然る K熱海間歌泉に於ては本田，寺田雨博士のì~IJ定

によると 1.5米下で 100'C，1ぽ 104 Cで一定してゐ友かった様である。又 Bunsenら

Iceland で測定した結果を見ると 1米下で種A と費化してゐるやうである。筆者が阿蘇間

欺泉管口下 1米で測った場合でも日K依って 90
0

C，9fC， 95、C，97 C， 97.2
0

C と種 の々

値を得てゐる(休止中の温度〉。叉現在提示の No.10の活動後にも異常降温が見られる。

(1日)前出.

(14) 石川成予:南紀の温泉，地球第 5&.l-1C頁

(l:j) 前出

(1<;) 前出.

(臼<J)
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同じ休止中の温度と雌も，前述の如く親吹との開係的イ立置に於て又は異常費化のため，管

口温度には質化あるのが原則であると云ふのが安蛍の様である。

以上温度饗化の観察に依っても，子吹は親吹に到る前奏的役割をもつものとするのが安

官であるらしい。しかも 11責騰時間の長い活動即ち Energeticで多量に噴出する活動(純量

の意味)の方が，噴出蛍初の最高温度も叉活動常態の時の温度も共に高いのが趨勢である

と云へるやうである。しかも噴騰常態時の温度が子吹，親l次共に 100
0

C前後の略等しい温

度を持ってゐると云ふ事は，同一根源からの同一湧出量に依ると云ふ事を暗示せしめるも

のではあるまいか。墜力費!ヒの更に巌密主主る追窮に依って解決したい。

7. 濁立聞敏噴泉としての子吹

さて前記の如く子吹は親吹の前奏であって其週期，休止時間及び唆騰時間も親吹K依っ

て・決定せられるとも云ひ得る事にたったのであるが，更に子吹を自記温度記録から譲直し

てみると面白い現象を示すのでまうる。 一例を拳げて示すと，第11闘に於て No.7の子吹の

前に削16時35分， 17時15分に小さい乍らT象台的費化を示してゐる。而して前者Aは後者B

に比し槽航時間短かく且つ温度も低い。全く親l火の前の子1次の綾子と同様で草野[ヨえに温度が

昇って途陀 NO.7の噴騰開始と怒る。 Cの相をみると何人と雌も唆騰開始を直感するもの

である。此A，B及びCの相は休止中K封し略3
0

C前後の温度差を示してゐる。之は噴騰常

態の時とは明かに判別する事が同来るが，その依って来る原因は今後K究めたい。向親吹

活動のすぐ前にも此IJ、費化が伴ふてゐる(第10固)。子吹の場合に此活動が 1ケのときと 2

ケのときがある。之等の詳細の検討も建ってゐる。何れの場合でも主噴騰が近づく程勢力

増大し休止時聞が短かくたる事を認むる事が出来る。

8. 間獣泉活動と地電位製化附阿蘇火山の活動

以上拳げた事項から推論して，水蒸気を主憶とする問歓泉の活動も火山活動も共に大関

同様の経過をたどるのではなからうかと思はれた。試みに阿蘇第一火口活動に依る鉛直地

電依傾度の費化を第12固に提示した。一見符節を合する如き欣況が見られるのである。

駄足乍ら説明を加へると，主活動の前に於ては南方共休止時聞が漸次短かくたり，曲線は

(17) 商業宗利;阿蘇火山活動と鉛直地電位傾度重軽化との相閥.，本総本放， 301頁

(330 ) 
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何れも勢力橋大を示し， 爆強後はlWi時.zp.衡欣態維持を示し， 後順次下降してゐる。然し

て--方は蒸気のみとなれ 一方は無音11責壇を暫時続け， 後には全く休止する。火山活動

の場合主活動の前K於て曲線が比較的 Smoothのまま増大する事がある。 之K封して間

欧泉の盤力饗化にとの様なものもある(第9固)。試みに阿蘇間敵泉に水子地電枕境化計を

設置した〔鉛直分f直接置は簡単に行かなかったからである〕。記録の一例を第 13園K示し

第 13 闘
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持"'1，花→
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?と。 NSComponentでS電極が間歌泉近く にあるο 阿蘇火山活動の場合に水平分値の嬰

化は火口に流れ入る様Iqうるべしと橡想、して未mlJ定であったが，問歎泉では Nから SK

削活動源の方へ流れ入る如き鐙化を示してくれた。詳細の推論は今後の検討K待たねばな

らぬ。

9， j勇 出 量

大阿蘇観光道合枇の橋村技ili!iの4月16日に測定した湧出量を第14闘K示し 筆者の11月
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17日K得た結果を第

15闘に示し?と。雨者

を比較して直ちに知

れる事は最強噴騰時

の湧出量は雨者共に

85立/分前後で略等

しく，活動初めに20

L/M 程度の略等し

い相をもってゐる事

は，数ヶ月の距たり

のある雨者を酎比し

て間歌泉機構検討上

注意を要する賄であ

らう。之K反し噴騰

常態時の湧出量は雨

者全く異怒り 4月に

は 30L/M程度にあ

るに反し， 11月には

40 L/Mと怒って少

し増量してゐる。本文最初に引用した橋村技師の記録に H 漸失湧肘;~~: を増してゐる H とあ

るは此貼からは認めてよいに

扱て初相の 20L/M及最強時 85L/Mの相が数ヶ月?とっても略回定してゐるが活動常態

時は増して11月には 40L/M とたってゐると云ふ賠は，間男氏泉機構考察上の重要貼である

事を再記して更に観測資料の蒐集に努力し度い。

尚此所陀於て一言加へ度い事は喰騰開始の時刻の問題がある。吾人の言ふ噴騰開始時刻

とは8SL/Mとたった時刻の事で潟真K示してあるから参照されたい。休止の時刻は湧出

量が0と友った時刻で之も寝異に説明した。か Lる定義からみると金湧出量の算定にあた

って 40L/M xC噴騰継続時間)とするのと賓際量との聞には四五分の差のある事を承
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免1せねばならぬ。日Hち吾人の噴騰櫨続時聞とは|賓騰常態機観時間と云ふのがむしろi出患を

得てゐるかも知れたい。因に鎖管 1米Kっき約3立の容積である。

10.結び

以上，中間報告を終るにあたり要約すると

(1 )阿蘇間歎温泉は SiedeQuellenと云ってよい。

(2) 其活動には親吹，子吹の二様相が特に注目せられる。

(3) 其週期は共に漸衣長〈怒りつ;.~うるやうである。

(4) 親吹が主たる活動相で，子吹はその前役を演やるものである。親吹が固定したらそれ

につれ子吹もその親吹に封する闘係位置に依てそれぞれ固定せらるものである。

(5) か Lる見地から判断すると，との間歓泉は目下のととろ規則正しい OldFaithfull型

と不規則tJ_Excelsior型の中聞を往来してゐるC

(6) 子吹も lケの濁立し?と活動とみれば，その7象備活動に類するものが判別出来る。市し

てそれ等が主活動?とる子吹に劃する闘係は親吹と子吹の闘係と同様である。

(7) との間敏泉を目して熱海型とするには，夏に時聞を経て徹底的迫窮の上全機構を明か

にした後で友ければ決定出来ない。

(8) 吾人の言ふ噴騰櫨観時聞を知れば活動常態中の全湧出量は 40LjlVIを乗示、ると出る。

(9) 最強噴出時の湧出量が略一定であるとと及び、初期活動時の湧出量が略一定 C2oLjl¥I)

であって数ヶ月間あまり費化のたい事は，活動機構が略一定であるととを示すもので

はあるまいか。

(10)問歓泉の活動が阿蘇火山活動の僕様と大費に似てゐる υ してみると間歌泉の研究は阿

蘇火山活動の機構研究にも重大友暗示を輿へるものである。阿蘇火山に於ても火口管

口内温度轡化の測定を賓施せば間歓泉に於けると同様の闘係を示してくれるものでは

あるまいか。

以上今日までに得?とる資料を列馨し?とのみで，間歓泉活動の機構は更に徹底的追窮に依っ

て解決したい。

終りに本調査にあたり野満教授より文部省科撃研究費の一部の使用を許された事を記し

深甚の謝意を表する失第である。
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